
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
戦
後
史
証
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
四
年
度
「
知
の
巨
人
た
ち
」
―
日
本
人

は
何
を
め
ざ
し
て
き
た
の
か
―
が
毎
週
土
曜
日
の
午
後
十
一
時
か
ら
放
映
さ
れ
て
い
ま

す
。
第
一
回
は
「
湯
川
秀
樹
と
武
谷
三
男
」。
原
子
力
委
員
会
の
委
員
で
も
あ
っ
た
湯
川
秀

樹
は
原
発
の
導
入
に
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
主
張
、
亡
く
な
る
ま
で
核
兵
器
廃
絶
や
核
の
な

い
世
界
を
訴
え
続
け
ま
し
た
。

３
・
１１
以
後
、
原
発
に
関
す
る
賛
否
両
論
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
情
報
過
多
な
毎
日
の
中

で
真
実
を
知
る
難
し
さ
と
、
日
本
の
物
理
学
者
や
哲
学
者
、
思
想
史
家
、
社
会
学
者
、
文

学
者
が
当
時
ど
の
よ
う
な
発
言
と
行
動
を
お
こ
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
は
ま
さ
に
現
在
の

社
会
の
動
き
に
重
要
な
警
告
を
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
第
二
回
は
「
鶴
見
俊
輔

と
『
思
想
の
科
学
』」。
第
三
回
は
「
丸
山
眞
男
と
政
治
学
者
た
ち
」。
第
四
回
は
「
司
馬
遼

太
郎
」
で
す
。
す
で
に
放
映
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
で
見
ら

れ
ま
す
。

　
戦
後
生
ま
れ
の
私
は
、
昭
和
、
平
成
と
戦
争
の
な
い
時
代
に
育
ち
、
大
き
な
自
然
災
害

も
幸
い
な
こ
と
に
遭
遇
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る

と
、
い
つ
何
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
危
機
感
が
ど
こ
か
に
あ
り
ま
す
。
戦
中
、

戦
後
の
多
く
の
体
験
者
の
言
葉
を
重
く
受
け
と
め
て
、
今
だ
か
ら
こ
そ
社
会
の
動
き
を
敏

感
に
感
じ
毎
日
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
八
月
二
日
か
ら
ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
は
「
斉
藤
健
司
作
品
展
―
６９
年
目
の
夏
―
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
父
親
を
戦
争
で
亡
く
し
、
そ
の
後
、
斉
藤
健
司
氏
は
自
分
の
制
作
の
テ
ー

マ
と
し
て
悲
惨
な
戦
争
を
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
と
家
族
を
失
っ

た
悲
し
み
を
作
品
に
埋
め
込
む
よ
う
に
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
き
込
ん
で
い
ま
す
。
中
国
戦
跡

取
材
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン
島
戦
跡
取
材
、
沖
縄
戦
跡
取
材
、
遺
骨
収
集
事
業
参
加
、

そ
し
て
最
近
で
は
特
攻
基
地
の
鹿
屋
、
知
覧
、
指
宿
戦
跡
取
材
、
昨
年
は
厚
生
労
働
省
の

硫
黄
島
遺
骨
帰
還
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
自
宅
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
旧
群
馬
町
に
あ
っ

た
陸
軍
前
橋
（
堤
ヶ
岡
）
飛
行
場
の
取
材
も
続
け
て
い
ま
す
。

斉
藤
健
司
氏
が
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
き
合
う
姿
勢
は
、
鶴
見
俊
輔
ら
が
「
思
想
の
科
学
」
創

刊
当
時
に
「
公
園
の
片
隅
の
砂
場
」
の
よ
う
な
雑
誌
に
し
た
い
と
発
言
し
て
い
る
・
・
・

そ
の
事
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

一
人
の
人
間
の
発
言
、
行
動
は
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
過
去
へ
の
反
省
を
捉
え
、
次
世
代
へ
平
和
な
世
界
を
受
け
つ
な
い
で
い

く
私
達
の
責
任
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。                                            

（
武
藤
）

ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
）

群
馬
県
前
橋
市
元
総
社
町
七
三
‐
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
５
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ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

〈
新
刊
の
ご
案
内
〉

「愁麗」　伊藤三枝

伊
藤
三
枝
さ
ん
個
展

　
　
　
　
一
月
五
日
（
月
）
～
十
八
日
（
日
）

群
馬
の
モ
ダ
ン
ア
ー
ト

２０１４  

　〈
企
画
〉

　
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
群
馬
支
部
会
員
に
よ
る
現
代
美
術
展
　

　会
期
　
　
八
月
十
八
日
（
月
）
～
二
十
六
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場
　
　
ノ
イ
エ
ス
朝
日
　
ス
ペ
ー
ス
１
・
２

　
後
援
　
上
毛
新
聞
社
・
群
馬
テ
レ
ビ
・
エ
フ
エ
ム
群
馬

斉
藤
健
司
作
品
展
　
　
　
　
　
　
　
　〈
企
画
〉

　
　
　
　
―
　
６９
年
目
の
夏
　
―

会
会
期
　
　
八
月
二
日
（
土
）
～
十
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場
　
　
ノ
イ
エ
ス
朝
日
　
ス
ペ
ー
ス
１
・
２

＊
会
期
中
、
作
家
は
在
廊
し
て
い
ま
す
。

「
陸
軍
前
橋(

堤
ヶ
岡)

飛
行
場
と

　
　
　
　
　
　
戦
時
下
に
生
き
た
青
少
年
の
体
験
記
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
著
者
　
　
鈴
木
越
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
価
　
二
三
〇
〇
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
５
判
　
本
文
四
九
〇
頁

　
ノ
イ
エ
ス
朝
日
か
ら
前
橋
・
安
中
・
富
岡
線
を
ま
っ
す
ぐ
、
関
越

道
路
を
抜
け
て
い
っ
た
右
方
向
に
あ
っ
た
「
陸
軍
前
橋
飛
行
場
」。

地
元
の
人
は
堤
ヶ
岡
飛
行
場
あ
る
い
は
菅
谷
飛
行
場
と
呼
ん
で
い

ま
し
た
。
飛
行
場
の
現
況
重
ね
図
や
飛
行
場
の
出
来
事
絵
地
図
の
説

明
を
は
じ
め
多
く
の
住
民
か
ら
の
体
験
な
ど
貴
重
な
資
料
が
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
時
代
を
生
き
た
人
々
、
そ
し
て
若
い
戦
後
世
代
の

人
々
に
も
是
非
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
一
冊
で
す
。

ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
に
つ
い
て
の
詳
細
な
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
越
夫
　
０
２
７
・
３
７
３
・
２
７
７
７

没
後
１０
年

　
水
上 

勉 
と 
勘
六
山
房
展
　
　〈
企
画
〉

　
　
　
　
　
　
陶
・
角
り
わ
子
　
　
竹
紙
・
小
山
久
美
子

会
期
　
　
八
月
三
十
日
（
土
）
～
九
月
七
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場
　
　
ノ
イ
エ
ス
朝
日
　
ス
ペ
ー
ス
１
・
２

＊
ご
案
内
状
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
次
回
の
ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り
で
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

ノ
イ
エ
ス
朝
日
は
、
八
月
十
三
日
（
水
）
～
十
七
日
（
日
）
夏
季
休
暇
に
て
休
廊

し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
展
覧
会
期
間
中
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



8/1Fri.～8/30Sat.
9:00a.m.-7:00p.m.

月～土（日曜休み）
8/13-17は夏季休暇

掲載内容についてのお問い合わせ　　　　
お申し込みはこちらまで…

TOPICS

 ディップス朝日
月曜～土曜 午前9時～午後７時（日曜・祝日休業）
〒371-0846 群馬県前橋市元総社町70-1
TEL.027-254-1212　FAX.027-254-1227

http://www.dips-a.jp
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車
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ディップス朝日の店内リニューアルに伴い文具コーナーを設置してから2年が経ちました。
日頃のお客様のご愛顧に感謝して、今年の夏も文具コーナーの全商品対象サマーセールを開催いたします。
（印刷業務・印鑑ゴム印受注・Tシャツ制作などは対象外ですのでご了承ください。）
そのままプレゼントにも使える文具詰め合わせセットや、ハイクオリティー万年筆など、お得な商品がズラリ！さらに、tocotowaノートと革の
様な紙シリーズのブックカバーやカードホルダーなどは、期間中「活版名入れ」のサービスを行っています。（その場でできる場合とお預かりす
る場合があります。）この機会に是非、こだわりの文具・紙製品をお求めください！

リニューアル2周年記念
文具コーナー　サマーセール！

A5版・モノクロ212頁・並製本・カバー付（銀箔押し）

『続・レヴュー』　相田信男著　
日本精神分析学会学会賞（古澤賞）受賞記念

　　医師としての記録を残す。
　　　　　　　　　　これも自分史。

日本精神分析学会賞（古澤賞）を受賞したのを
記念して、これまでに学会誌はじめ機関誌に投
稿したものをまとめた1冊。講演・論文のほか
エッセー、追悼文を含む22章を収録。タイト
ルの「レヴュー」
は、著者自身が

臨床活動において常日頃振
り返るという作業が大事だと認識している
ということから名づけたとのこと。巻末には
2009年3月の講義の様子を収めたDVDが
付録となっています。

brand  new  
PRINTED  ITEM!

できたてホヤホヤの    印刷物ご紹介！

【文具セット】

【ファーバーカステル】
￥14,000→￥12,600

スタッフがワークショップや商品作りの様子を
ご紹介するフェイスブックページを始めました。

◀8月はキャンペーン実施中►
参加者のご同伴の方お1人まで参加

費無料です。

つまり、１人分の参加費で２人でき

ます！お友達を誘ってみんなで楽し

く「紙もの」を作りましょう！

【ラミー万年筆】
￥3,800→￥3,420

【プラティグナム万年筆】
￥3,500→￥3,150

1セット300円～

８月２０日（水）、２３日（土）
■リング製本　午前10:30-12:00　参加費2,000円
■活版印刷　　午後2:30-4:00　参加費2,000円
■アルバムカフェ　午後1:00-4:00のお好きな1時間500円

【tocotowa革の様なブックカバー】▼
￥600→￥540

◄【tocotowaノート】
￥450→￥405

▲活版印刷でイニシャル印刷サービス！▲
インク色やフォントはお選びいただけませ
ん。その場ですぐにお渡しできない場合もあ
りますのでご了承ください。

Max80
%OFF

全品10
%OFF

活版名
入れ

　　サ
ービス


